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れ
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る
こ

V
J

あ
る
が
如
し

。
'.' 

11.1.

度
問
ふ
、幾
許
の
貨
幣
が

|

國
家
に
取
$
て 

十
处
な
 

>
や
を
知
悉
す
可
含
方
法
あ
ぅ
や
。
答
へ
て
言
ふ
、佘
は
稍
や
寒
全
に
：之
を
揣
摩
し
得 

可
し
：と
思
惟
ず
、即

?>
:
余
は
：英
國
の
あ
ら
ゆ
る
土
地
に
對
，す
る

.举
年
間
の
：.地
.代
、
家

屋

®

®
料
.の 

四
分
の
一
.、あ
ら
.ゆ
/る

人

民

の

®

身

4
週

間

分

#:
に
.全

輸

出

品

の

，價

値

の

約

四

分
0

1

を

客

娜
 

ふ

に

足

る

貨

幣

^

以:

て
這
®

の
.
.目
的
：の
爲
め
に
，充
、分
.
'な
々
と
思
惟
す
。
偾
セ
國
家
が
是
等
の 

も
.
の
を

箅
：
寒
せ
し

め
、併

*

て
其
鋳
貨
の
高
を
明
か
な
ら

.し
め

.ば(

锻
等
：が

.其
舊
貨
を
新
'た
に
改 

緣

^

る
際
に

.最
も
好
ぐ
之
を
卸
悉
し

#
可
し

2
ロ
入
の
有
す
る

.貨
幣

^
.過

^

#
る
か
將
た
.過
少 

な
-る

か

t

4
.亦
；明
瞭
な

s:
し
む
る
を
得
可
し
云

'々
マJ

。

彼
^
尙
ほ

ff
i

'
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九
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、和
藤
の
銀
行
を
論
ず
る
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當

6

關
說
せ
る
も
の
、並
に
其
第
九
窜

)

を
以
て
同

一

のg
.

題
に
論
及
せ
ぅ
。
即
ち

一

國
の
貨
幣

は
恐
ら
く
其
富
の

%

分

の
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;

に

過

ぎ

ざ

•る

可
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を
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過
米
覦
ず
る
略
無
藉

#

謝
な

!)
>
。、
而

1>
;
.で
這
般
の
事
實
を
記

.憶
せ
ば
、一
國
內

.に
雒
通

^

可

§ 

鑰
貨

0

高
如
何
を
決

‘吏
す
.可

§'
:

-

:

一'
定
の
.友

法

存

せ
ざ

.る

.可

；̂
實

玆
{;
:

遵
：守

せ

ら

る

可
&

一...
 

般

0;
®

則
は
單
に

.
1

國

0
富
の
洽
く
增
加
し

/2
.る

-®
合
.
.
.
に
限
ぅ

1之
を
墙
加
せ
し
む
可
し
ど
云 

::

み
は
ぁ

」

.ヶ
。

而
，し
て
へ
精
確
に
之
を
*

定
せ
ん
が
爲
め
に

'ぼ
'吾
人
"ば

人

民

の
'數
、其

#

年
の
费
用 

高
、並

に

其

常

例

0'
算

期

を

知

了

せ

ざ

る

可

ら

ず

、例

：

へ
ば
出
地
.
0賃

«

料

が

年

々

A

W
萬
に
、
 

達
し
、而
じ
て
之
を
年
年
每

に
支
.拂

ふ
可
き
も

.

の
：.

と

せ

ば

是

等

の

地

代

を

支

鄉

ふ
が
爲
め
は
鋳 

貨

四

W

萬

の

存

®

を
必
要
と
な
す
'が
如
し(

岁
13-
:
。巴A

r
i
t
h
m
e
t
i
c
k

W -
十
一
貢

)

。Pe
t
t
v

は
夂

verburn 

s
a
p
i
l
v

に
於

v

®
#,
^
_
t
B
o
d
y
-
p
o
l
s
i
c
k

)
0
脂
肪
に
過
ぎ
ず
、從

o
て
其
過
少
於
之
を
病

||
な 

ら
し
む

る
と
等
し
く
、其
過
多
は
屢
々

之
M

快
活
を
阻
害
ず

る
こ
‘と
ぁ

る
可
し

と
做
せ
る

も
、然 

も
脂
肪
が
筋

肉
.q

運
動
を
圓
滑
.な
ら
し

め
、食
物
の
本

足
汔
際
，し
.て

營
養
を

%

し
、不
齊
の

ni
l
rr 

k
滿
し
而
し
て
身
體
を
美
化
す
る
と
等
し
ぐ
、國
內
の
貨

m
,
'も

亦

國

家

の

行

動

?:
敏
活
な
ら
し 

め
、內
國
の
窮
乏
に
際
し
て
は
國
外
ょ
り
貨
物
の
供
給

E

得
せ
し
め
、其
有

^

性
に
因
り
て

ft
黛 

5:
圆
涔
な
ら
し
め
而
し
て
殊
に
之
を
多
量
に
有
ま
る
個
人
を
飾

^

- 

Vと
大
な
る
、も
、然
も
亦
全 

體
怒
美

.化
す
る

■

(

尾
の
な

6

ゼ
.頌

.1
>
、

(

同
書
十
四
五
頁

)

纖
て
：國
家
政
策
の
實
際
：間
靡
を
考
察
す
る

1,

に
當
令
て
は
、政
治
啲
見
地

5
立
ち

‘
セ
論
斷
し
、新

*

^
近
代
的
國
象
：に
取
ヵ
最
大
な
る
要
求
は 

.
充
實
せ

.る
國
庫

.に：存
す
る
を
以

V
、

貴
金
属
の
輸
入

.を
獎
勵
す
可
き
を

.

.說

:&
、交
易
及
び

«

ls
に 

ょ
&

て
國
家
の
金
銀
珠
玉
を
增
加
せ
し
む
る
漭
の
資
本

.が
課
税
に
由

ク

て
減
殺
せ
ら
れ
、而
し 

て
.之
を
喻
以
、飲
み
、歌
ひ
、遊
び
且
つ
躍
る
外
、何
等
爲
す
こ
，ビ
衣

&

'者
、且

つ

は

又

形

™

上

學

興

1 

儒

■

な

る

{公
理
.の
硏
部
宋
观
ぅ
、考
し
く
は
：有
形
.物

叉

は

國

灼

^
於

^
眞
正
の
.
.用

途

並

に

®

値 

を

有

す

る

_

の
生
產
妃
從
事
' せ
.罗

る

a

の
手
に
移
す
は
、公
共
の
.賓

を

減

、少
：
せ

し

む

る

も

の

な
 

i

ビ
生
張
し

;
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導
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頁
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、猶
ほ

.又

同

一

の

意

爲

に

藥

$

金
*
に
代
へ
て 

{L
國
人
に
士
地
を
賣
淘
す
る

.は
王
倒

0
資
本
を

'-
«

太
す
る
所
以
な

6 v
j

の
論
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爲
せ

A
rp
l
書 

百
十
六
頁
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。

■
.
 

-

"
,

.

第
：U

十
六
問
代
白
く
、吾
.人

'.
0
有
す
る
貨
幣
：が

過

少

な

る

R
際
-し
て
：は
：如
何
な
る
：救
濟
策：

ぁ 

ノ 
P

や(

以
上

Q
g
n
t
u
l
i
c
g
q
u
e

六
8.
0
答
へ
て
日
く
、

【

銀
行
を

®

立
す
る
に
ぁ

.

良
ぐ
算
度
せ
ら 

參
れ
：次
る
磁
朽
は
居
か

'
M
造
，潰

の

效

果

を

殆

ど

倍

加

す

る

名

の

な

06
,°
而

しy

英

國

內

rc
は
全 

,

，商
業
界
.の
'
'取
‘引
-を
；營
'ま
.し
む
る
に
|
充
1分
萍
る
.
'資
'本
を
：：供
給
.す

可

§
.

一
 

銀

行

，に

®

す

る

諸

ぜ

料
 

を
^

肩
せ

‘ 

6
云
冷
ヾ
し
。
ぽ
ザ
も
亦
當
時
杞
於
け
る
幾
多
の
經
濟
論
者
と
等
し
く
常
は
其
腺
を 

• 

?

卷

,
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英
國

::
0
經
濟
的
競
敵
た
る
和
蘭
に
着
く
る
を
，怠
ら
ざ

4

し
も

Q

に
し
て
、殊
に
彼
が
和
蘭
の
在 

住(
一
:

千
：六

.首
：四
十
芒

-¥
ょ
、

铜

四

：十
五
年
.に
，®

る)

は
#

を
し 

せ

‘ 

◎
し
め
た
：.夂
銀

'行
制

«

の
大
利
益
は
一
國

'R
取

{

通
«

ビ
し
て
流

a

す
'る

貴

金

属

'.の

高

を

減

少
 

-;
.

す
る
を
得
せ
し
む
る

.に
在
り
？

:

例
.へ
ば
 

一
H

の
，交

^

を
推
進
す
る
が
爲
め
に
十
莴
破
の
貨
粧 

を
喪
す
る
に
拘

£

す
、同
國
內

fe
は
僅
々
六
萬

«
0
.現
金
；存
す

.る
，の
；み

_に
し
て
、而
し
て
其
內
ニ 

興
#

を
以
て
五
十
破
以
下
の
支
拂
を
行

ふ

、

に
足
れ
ぅ
ビ
假
定
せ
ば
、此
場
合
に
四
萬
破
は
銀
行 

に
：役
せ
ら
れ
七
適
當
な
ゐ
保
瞪

.の
下
に
自
由
に
使
用
せ
ち
れ
、以

.-
T

A

萬
碑
の
用
を
爲
す
を
：得

. 

可
し
、斯
く
、て
四
.莴
破
.
.の
'信
'用

5:
以
て
銀
：行
外
の
一
，一
莴
織
七
合
し
て
都
合
十
萬
磅
の
高
を
調
達 

す
る
を
得
可
し
と

.說
け

& xpol

B-:
c
a
L

.>rithmetick. 

.
H

十
九

—

|ーー十

.寊
>。
加

：
'之

P
e
t
t
y

も
亦
幾
參

の
時
人
ビ
等
し
く
土
地
銀
行
の
思
想
を
有
せ

1

2
田
學
脅
雜
誌
第
十

.4
卷
#
_1ー|
號
.所

«

「

フ
.ジ
オ
ク

ラ

ア
ト

^
.純
■收
益
，
#

參
照

)

。
即
ち
彼
の

.意
見
に
據
；

.る

.忆
信
用

'の
'
'制
度
は
觅
^
辦 

せ
ら

る

可
&

も

の
に
し
て
、銀
行

'に
於
け
る
保

.證
は
必
ず
し
、
金

.屬
：农
る

:?
:
.要
せ
>
;
從
つ
て
又 

:

吣

土
地
財
產
の
释
礎

/0
上
に
貨
幣
を
發
行
し
得
ざ

る
の
理
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*

な

き

.衣

复
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千
八
百
九
十
九
年

'初

め

，
て

大

英

傅

物

，館
.
.の
寫
本
ょ

^

印
刷
せ
^
れ
犮
る
も 

の)

に
於
て
土
地
の
價
値

.を
以
て
國
內
及
び
國
際
間
の
交

.易

取

':ぅ、金

#

i

り
も
良
好
な
る
流 

通
資
料

?:
作
成
し

.得

可

き

を

主

張

：せb
s
o
o
n
o
m
i
c
;

 vwitings. of Sir w
。
p
w
t
t
y
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五

百

5£
十
八
頁
ン
ヴ 

第
二
十
七
間
に
日
く
、吾
人
の
有
す
る
貨
幣
が
過
多
な

-3
に
際
し
て
は
如
何
な
る
救
濟
策
ぁ 

P

や
。
'
.答
へ
て
言

.ふ
、吾
久
は
其
最
も

.量
目
大
犮
名
も
の
を
溶
解
し
て

.華
麗
：
—

延
板

'VJ

爲
し
、
 

金
.銀
器
に
之
を
使
用
す
可
し
、然
ら
ざ
れ
ば
之

'?
:
商
品

V
J

し
：て
.其
缺
乏
し
欲
求
せ
ら
る
ゝ
地
に 

輸
出
し
、或
は
利

*

高

き

所

に

：刹

子

を

徵

;:
1
,，て

貨

钽

.さ

!l
む
：可
6
。
.
間
者

®

に
.

S

 
く
利
子
又
は 

U
s
e
-
M
o
l

ど
は
何

'^
。
答
へ

' 
て
言
ふ
、約
定
せ
ら
れ
ぬ
る

.厶
定

•期
：間

>-t
自
务
其
間
に
如
何
な
る 

必
袈
を
有
す
る
も
汝
の
所
有
せ
义
貨
幣
の
使
用

-?
:

停
止
す

る

に
對

ず
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報
酬
な

P

と
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又
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a
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自
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第
七
號
四
八

る
も
の
な

.れ
ば
な
ぅ
。
然
ら
ば
爲
替
と
は
如
何

(

第
二
十
九
間

)

。
日
く
秦
方
的
利
子
な

.
C
SWJ
ち 

汝
が

.
#も
其
使
用
を
必
喪

.̂
す
る
が
如
き
場
所
に
.於
て
汝
の
貨
幣
を
有
す
る
が
爲
め
に
與
へ 

ら
る
、
報
酬
な

h

云
々
と
。

而
し
て
其
步
合
は
危
險
に
對
す
る
割
堪
金
の
高
及
び
雨
地
問
に 

於
け
る
輸
送
の
费
用
に

.曲

6
て̂
支
配
せ

ら
る(Treati§

e 

o
f

'Haxes;

三
'十
頁

)

.？
利
聞
の

地

方
的

楚
 

邋
名
亦
之
.を

增

減
す

。
：
爲
替
は
本
來
兩
她
間
水
陸

.

.の
運
賃

.及
び

.保
險
料
以
上
技
昇
る
こ

S
な 

き
.も
の
な
る

&
、愛
蘭
土
と
英
國

V
:

の
間

Li：

於
け
る
爲
替
步
合
。鸿
霜
般
ゆ
原
則
の
適
用
お
許
す 

.可
く
餘
ぅ
に
高
率
に

.し

:«
、同

»

»
之

R

對
し

て
例
外

^

る

©
'
»ぁ

4
'

ぃ
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す
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.
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ら
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萬
に
逯 

す
と
せ
ば
茶
は
爾
く

M

惟
す

)

、五
百
萵
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萬
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す
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な
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に
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ざ
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璩
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